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論文内容の要旨

本論文では、鉄筋コンクリート (RC 造)壁式構造物の大変形領域までに至る静的および動的な耐震挙動の把握、

及びそれに基づく耐震'性能の評価を行っている。

(1) RC 壁部材の耐震保有性能の把握

3 次元 FEM 非線形モデルにより、 RC 壁部材の静的水平加力試験の結果を用いたシミュレーション解析を行い、

解析結果がコンクリートのひび割れ発生状況と鉄筋の降伏状況の実験結果とよく整合することを示し、モデ、ル化や解

析上の仮定の妥当性について確認している。また、ひずみエネルギーの分布状況を実験結果と比較し、ひずみエネル

ギーは RC 壁部材の損傷度の一つの評価指標として有効であることを示している。

(2) RC 壁式構造建築物の地震時挙動把握と耐力評価

最大加速度値をパラメータとした 3 つのレベルの地震動を用いた動的非線形解析を実施して、終局状態に至るまで

のコンクリート及び鉄筋の損傷の進行状況を明らかにしている。さらに、従来の評価法である質点系モデ、ルを用いて

解析をし、 FEM モデルによる結果と比較して、弱非線形領域まで、は両モデ、ルは概ね整合しているが、非線形化が進

行して終局状態までに至る強非線形領域では、質点系モデ、ルがエネルギー吸収を小さめに評価していること、又、ひ

ずみエネルギーの分布状況やコンクリートのひび割れなどについては良く整合していることを明らかにしている。

(3) 確率論的評価

原子力発電所建屋の質点系モデ‘ルにコンクリートなどの構成材料特性のばらつきや各種評価法の不確定性を考慮、

した確率論に基づく地震応答解析を実施し、各要因が応答結果に及ぼす影響を調べるとともに、 RC 壁式構造建築物

の耐震性能を定量的に評価している。その結果、解析結果のばらつきに及ぼす影響は、線形領域では入力地震動の不

確定性が大きいのに対し、非線形化が進行した強非線形領域では建屋の非線形応答解析モデルの不確定性が顕著で、あ

ることを示している。また、 1000 Gal 程度の入力レベルで、の損傷確率は 0.05 以下、 2000 Gal 程度の入力で 0.3 以下

であり、損傷確率 0.5 に相当する地震動は 2500 Gal 程度であることを明らかにしている。
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論文審査の結果の要旨

兵庫県南部地震 (1995 年)における災害事例の調査から、鉄筋コンクリート (RC 造)壁式構造物の保有する耐震

性能が従来の評価方法によるものより高いことが推定され、実用的で、且つ合理的な新たな評価法が現在求められてい

る。

本論文は、 RC 造壁式構造物を対象とし、 1) 3 次元 FEM 非線形モデ、ルにより、その大変形領域までに至る静的

な解析を行い、コンクリートのひび割れ発生状況や鉄筋の降伏状況が実験結果とよく整合していることからモデル化

の妥当性を確認するとともに、ひずみエネルギーが、 RC 壁部材の損傷度の評価指標として有効であることを示して

いる。また 2) 地震動を用いた動的非線形解析を実施して、終局状態に至るまでのコンクリート及び鉄筋の損傷の進

行状況を明らかにし、さらに、従来の簡便な評価法である質点系モデ、ルを用いた解析を行い、 FEM モデルによる結

果と比較して、弱非線形領域で、は両モデ、ルは概ね一致しているが、終局状態までに至る強非線形領域では、質点系モ

デ、ルがエネルギー吸収を小さめに評価していることを明らかにしている。さらに、 3) 壁式構造による原子力発電所

建屋を対象として、材料特性のばらつきや各種評価法の不確定性を考慮した確率論に基づく地震応答解析を実施し、

各要因が応答結果に及ぼす影響を定量的に評価している。その結果、解析結果のばらつきに及ぼす影響は、線形領域

では入力地震動の不確定性が大きいのに対し、非線形化が進行した強非線形領域では建屋の解析モデ、ルの不確定性が

顕著であることを定量的に示している。また、対象としている原子力発電所建屋に限つては、損傷確率が 50%に相当

する地震動は 2500 Gal 程度であり、通常の建築物の約 6 倍程度の耐力が期待できることを明らかにしている。

以上のように、本論文は RC 造壁式構造物の合理的な評価法を示したもので、建築構造学、建築耐震工学に寄与す

るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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